
定
例
会
は
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
１４
日
ま
で
の

１５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
議
会
に
お
い
て
平
成
１４
年
度
藤
岡
市
一
般

会
計
予
算
な
ど
３７
議
案
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２８
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
、
議
案
３５
件
を

上
程
、
う
ち
２０
議
案
を
即
決
。
議
員
提
出
議
案

１
件
を
即
決
。

◇
１
日
＝
総
務
常
任
委
員
会
・
経
済
建
設
常
任
委

員
会
。

◇
４
日
＝
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
６
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
７
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１１
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１２
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１４
日
＝
本
会
議
、
委
員
会
付
託
議
案
１４
件
を
可

決
。
市
長
提
出
追
加
議
案
３
件
を
即
決
。
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金
　
子
　
勝
　
治

公
立
藤
岡
総
合
病
院
及
び
附

属
外
来
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
様
に
整

備
さ
れ
、
ど
の
様
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
る
か
、
伺
い
た
い
。

外
来
セ
ン
タ
ー
は
診
察
室
ご

と
に
ド
ア
で
区
切
ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
診
療
体
制
と
な

り
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
や
日
帰
り

手
術
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
等
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
情
報
能
率
を
上
げ
、
待
ち
時

間
の
短
縮
を
す
る
ほ
か
、
受
診
番
号

は
電
光
掲
示
板
に
表
示
し
、
患
者
が

安
心
し
て
早
く
受
診
で
き
、
総
合
窓

口
も
設
置
さ
れ
親
切
係
が
行
き
届
い

た
案
内
に
当
た
り
、
全
科
共
通
の
予

約
診
療
体
制
と
な
る
が
、
診
療
費
は

国
の
基
準
通
り
の
算
定
で
あ
り
、
高

診
療
費
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
リ
ハ

ビ
リ
庭
園
が
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
駐
車
場
は
６
３
０
台
収
容
で
無

料
。
消
防
計
画
に
基
づ
く
避
難
訓
練

も
秋
に
は
実
施
の
予
定
で
あ
り
、
は

し
ご
車
の
架
梯
位
置
は
、
消
防
署
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
公
立
藤
岡
総

合
病
院
の
救
急
医
療
は
２４
時
間
体
制

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

三
　
好
　
徹
　
明

ら
ら
ん
藤
岡
は
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

第
３
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
ク
ロ
ス
パ

ー
ク
は
、
平
成
１２
年
度
減
価
償
却
前
、

黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
伺
い
た
い
。

１
４
１
５
万
円
の
赤
字
に
な

り
ま
す
。
３
年
、
４
年
と
経
つ
中
で

軌
道
に
乗
せ
て
ゆ
き
た
い
。

多
野
藤
岡
医
師
会
か
ら
出
て

い
る
意
見
書
の
中
で
医
師
会
は
「
別

な
二
つ
の
病
院
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
、
納
得
が
出
来
な
く
不
信
感
を

募
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
旧
病
棟
の
病

床
削
減
は
、
住
民
の
た
め
の
、
よ
り

よ
い
病
院
を
目
指
す
と
し
た
初
期
の

目
的
に
反
し
て
い
る
。
地
域
医
療
を

守
る
上
か
ら
も
理
事
会
は
反
対
し
ま

す
。」
と
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
診
連
携
の

現
状
で
い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
病
院

な
の
か
市
長
に
伺
い
ま
す
。

医
師
会
と
協
議
し
て
理
解
が

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
段
階
に
あ
り
、

住
民
の
た
め
の
病
院
と
し
て
期
待
を

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

茂
　
木
　
光
　
雄

市
長
の
決
定
で
出
来
る
最
高

の
経
費
節
減
策
、
つ
ま
り
公
共
工
事

予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
す
ぐ
に
行

う
考
え
が
あ
る
か
に
つ
い
て
。

コ
ス
ト
縮
減
対
策
検
討
委
員

会
を
組
織
し
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

設
計
の
計
画
段
階
で
の
コ
ス
ト
縮
減

に
対
し
て
は
、
項
目
別
に
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
作
り
、
そ
れ
を
活
用
し
少

し
で
も
超
す
と
縮
減
に
努
め
て
ゆ
く

事
で
４
月
か
ら
実
施
。
予
定
価
格
の

事
前
公
表
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札

に
つ
い
て
は
保
留
中
。
藤
岡
市
行
財

政
改
革
推
進
本
部
を
立
ち
あ
げ
議
論

し
て
ゆ
く
事
で
結
論
を
導
く
。

平
成
１３
年
１
月
か
ら
平
成
１４

年
１
月
ま
で
の
１
０
０
事
業
の
本
市

に
お
け
る
公
共
事
業
の
平
均
落
札
率

は
９７．
５９
％
で
、
塚
本
建
設
は
他
社
よ

り
も
２
％
高
い
入
札
率
で
、
す
べ
て

の
工
事
を
入
札
し
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
随
意
契
約
・
公
共
事
業
の

土
木
に
か
か
わ
る
随
契
の
金
額
の
範

囲
と
、
藤
岡
の
他
の
業
者
よ
り
も
圧

倒
的
に
高
い
入
札
を
す
る
業
者
に
随

意
契
約
で
工
事
を
指
定
す
る
理
由
に

つ
い
て
。随

意
契
約
に
は
金
額
に
制
限

は
な
く
、
１
３
０
万
円
以
上
の
入
札

工
事
・
委
託
は
５０
万
円
以
上
で
入
札

が
一
応
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

斉
藤
千
枝
子

少
子
化
は
様
々
な
影
響
を
も

た
ら
す
。
対
策
の
一
つ
と
し
て
妊
産

婦
の
無
料
健
診
券
を
２
枚
か
ら
３
枚

に
増
や
せ
な
い
か
伺
い
た
い
。

当
市
の
出
生
率
は
、
人
口
１

０
０
０
人
対
比
で
見
る
と
平
成
８
年

か
ら
全
国
及
び
県
よ
り
も
低
い
現
状

で
あ
る
。
妊
婦
健
診
の
受
診
券
は
２

人
目
以
上
の
経
妊
婦
か
ら
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

「
父
子
手
帳
」
の
配
布
、「
父

親
学
級
」
の
拡
充
に
つ
い
て
。

当
市
で
も
核
家
族
化
が
定
着

し
て
お
り
、
子
育
て
に
対
す
る
夫
及

び
父
親
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

「
父
子
手
帳
」
は
内
容
を
検
討
し
初

め
て
父
親
に
な
る
方
に
配
布
を
考
え

て
い
き
た
い
。「
父
親
学
級
」
は
現

在
「
藤
岡
健
や
か
親
子
２１
計
画
」
を

策
定
中
で
、
父
親
が
参
加
可
能
な
日

に
両
親
学
級
、
土
日
に
地
域
ぐ
る
み

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
計
画
に
盛
り
込
め

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
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出
産
直
後
の
女
性
を
支
援
す

る
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
。

色
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
実
施
に
向
け
て

努
め
て
い
き
た
い
。笠

　
原
　
史
　
嗣

藤
岡
市
指
定
ご
み
袋
の
入
札

は
、
前
議
会
で
提
案
し
た
、
一
般
競

争
入
札
で
行
わ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

市
内
業
者
３
社
を
含
め
た
５

社
で
指
名
入
札
で
行
わ
れ
た
。

笠
　
原
　
史
　
嗣

①
平
成
１３
年
度
ま
で
に
ま
と

め
た
改
革
案
を
平
成
１４
年
度
ど
う
実

施
す
る
か
。
②
ど
の
よ
う
な
コ
ス
ト

削
減
計
画
を
立
て
た
の
か
。
③
平
成

１３
年
度
の
入
札
結
果
の
予
定
価
格
に

対
し
て
の
落
札
価
格
の
％
を
全
体
平

均
で
公
表
し
て
頂
き
た
い
。
④
当
初

予
算
普
通
建
設
事
業
費
４０
億
円
の
削

減
目
標
値
の
設
定
を
何
％
に
す
る
の

か
。
⑤
予
定
価
格
の
金
額
の
算
出
基

準
は
設
計
価
格
を
も
と
に
し
て
い
る

の
か
。
⑥
設
計
価
格
の
マ
イ
ナ
ス

何
％
で
予
定
価
格
を
決
め
る
の
か
伺

い
た
い
。①

設
計
段
階
で
の
事
前
チ
ェ

ッ
ク
を
少
し
で
も
コ
ス
ト
削
減
を
考

え
調
整
委
員
会
を
設
け
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
行
く
。
②
流
通
段
階
の
合
理
化

や
資
材
調
達
の
た
め
の
環
境
整
備
、

有
料
労
働
力
の
確
保
等
で
あ
る
。
③

平
成
１３
年
度
の
入
札
結
果
の
落
札
率

で
す
が
平
成
１２
年
度
に
お
い
て
は

９７．
８
％
平
成
１３
年
度
は
上
半
期
で

９６．
９
％
で
あ
り
ま
す
。
④
普
通
建

設
事
業
費
の
削
減
数
値
目
標
は
、
平

成
１１
年
度
６１
億
７
千
万
円
で
地
方
債

が
４１
億
１
千
万
円
、
一
般
財
源
が
２０

億
２
千
万
円
で
平
成
１２
年
度
は
２６
億

３
千
万
円
で
地
方
債
が
１０
億
４
千
万

円
、
一
般
財
源
が
１５
億
９
千
万
円
で

す
。
平
成
１３
年
度
は
予
算
段
階
で
４４

億
６
千
万
円
で
地
方
債
が
２４
億
３
千

万
円
、
一
般
財
源
が
２０
億
２
千
万
円

で
す
。
こ
の
中
に
は
用
地
費
な
ど
も

含
ま
れ
る
し
、
国
な
ど
の
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
差
し
引
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
何
％
削
減

す
る
か
は
言
え
な
い
。
⑤
⑥
設
計
価

格
に
対
す
る
予
定
価
格
の
算
出
基
準

は
、
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
設
計
価
格
や
予
算
を

も
と
に
算
出
し
て
い
て
主
に
設
計
価

格
に
も
と
づ
い
て
算
出
を
し
て
い

る
。
又
、
設
計
価
格
は
公
表
し
て
い

な
い
の
で
何
％
安
く
し
て
予
定
価
格

を
決
め
て
い
る
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

青
　
　
　
正
　
敏

市
民
課
窓
口
出
張
所
の
利
用

状
況
を
伺
い
た
い
。
高
崎
線
の
北
藤

岡
新
駅
設
置
問
題
に
対
し
組
織
拡
充

の
考
え
は
有
る
の
か
伺
い
た
い
。

人
件
費
の
削
減
や
税
の
公
平
な
分
配

と
云
う
考
え
の
中
で
、
市
財
政
へ
の

理
解
協
力
と
い
う
観
点
か
ら
共
働
き

職
員
の
一
方
を
あ
る
一
定
の
役
職
に

登
用
し
よ
う
と
す
る
際
、
夫
婦
の
一

方
に
身
を
引
い
て
頂
き
た
い
と
い
う

お
願
い
を
今
迄
は
し
て
い
た
と
思
う

が
今
後
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

政
策
調
整
官
制
度
導
入
に
よ
る
具
体

的
効
果
を
伺
い
た
い
。

２
月
ま
で
の
日
野
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
件
数
は
４
９

１
件
、
美
九
里
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
６
８
５
件
で
す
。
高
崎
線
北

藤
岡
新
駅
は
、
県
・
Ｊ
Ｒ
・
市
で
協

議
し
て
駅
設
置
は
進
め
る
。
男
女
共

同
参
画
型
社
会
の
中
で
共
働
き
の
一

方
を
あ
る
一
定
の
役
職
に
登
用
す
る

時
で
も
共
働
き
は
認
め
て
行
く
。
各

種
重
要
施
策
の
研
究
と
総
合
調
整
を

図
り
、
行
財
政
改
革
や
合
併
問
題
、

日
野
の
学
校
の
統
合
問
題
等
を
協
議

し
て
い
る
。

田
　
達
　
哉

経
済
が
低
迷
し
、
土
地
の
売

買
価
格
が
下
落
し
て
い
る
に
も
係
わ

ら
ず
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が
下
が

ら
な
い
。
評
価
と
課
税
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
よ
り
、
売
買
事
例
価

格
を
基
に
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基

礎
と
し
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
課
税

標
準
額
に
税
率
を
掛
け
て
課
税
し
ま

す
。

市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
の

雑
種
地
の
税
額
に
あ
ま
り
差
が
な
い

が
、
評
価
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

調
整
区
域
に
つ
い
て
、
線
引

き
前
よ
り
宅
地
並
み
評
価
を
行
っ
た

土
地
は
特
別
減
額
補
正
を
行
っ
て
な

い
が
、
線
引
き
後
宅
地
並
み
評
価
を

行
っ
た
土
地
は
４
段
階
の
減
額
補
正

を
加
え
て
評
価
し
て
ま
す
。

４
段
階
の
減
額
補
正
率
を
見

直
し
て
、
適
正
な
評
価
を
し
て
い
た

だ
け
る
か
伺
い
た
い
。

様
々
な
状
況
の
変
化
に
応

じ
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
３

年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
際
に
適
正

な
評
価
と
課
税
を
行
な
い
ま
す
。
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問 答 問 答 問



桜
の
花
だ
よ
り
も
終
わ
り
新
緑
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１４
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お

い
て
、
平
成
１４
年
度
一
般
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
９
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

『
議
会
だ
よ
り
』
も
第
１８
号
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
紙
面
の
改

善
・
工
夫
を
し
、
市
民
の
皆
様
に
議
会

活
動
が
よ
り
一
層
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　
青
木
　
　
寛

副
委
員
長
　
松
本
啓
太
郎

委
　
　
員
　
冬
木
　
一
俊

〃
　
　
反
町
　
　
清

〃
　
　
片
山
　
喜
博

〃
　
　
斉
藤
千
枝
子

〃
　
　
青
　
　
正
敏

〃
　
　
中
村
　
菊
雄

議会は３・６・９・１２月の定
例会と随時の臨時会が開かれま
す。
傍聴希望者は、市民相談室へ

申し込んでください。
問い合わせは市議会事務局

（1 １２１１内線２３６１）へ


